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保

険

保

険

保

険

保

険

のののの

検

討

検

討

検

討

検

討

もももも    

警

察

庁

の

統

計

に

よ

る

と

、

平

成

２

５

年

の

自

転

車

が

当

事

者

と

な

っ

た

交

通

事

故

は

約

１

２

万

件

で

、

交

通

事

故

全

体

の

約

１

９

％

を

占

め

て

い

ま

す

。

 

自

転

車

事

故

全

体

の

約

８

４

％

が

自

動

車

と

の

事

故

で

、

対

歩

行

者

や

対

自

転

車

事

故

の

割

合

は

低

い

も

の

の

、

相

手

に

ケ

ガ

を

さ

せ

る

加

害

者

に

な

る

ケ

ー

ス

が

増

え

て

い

ま

す

。

そ

の

場

合

、

刑

罰

な

ど

の

刑

事

上

の

責

任

だ

け

で

な

く

、

多

額

の

賠

償

金

を

請

求

さ

れ

る

な

ど

、

民

事

上

も

大

き

な

責

任

を

負

う

こ

と

に

な

り

ま

す

。

 

万

が

一

の

事

故

に

備

え

て

、

自

動

車

と

同

様

、

損

害

賠

償

責

任

保

険

な

ど

に

加

入

し

て

お

く

こ

と

も

大

切

で

す

。

 

車

道

車

道

車

道

車

道

のののの

左

側

通

行

左

側

通

行

左

側

通

行

左

側

通

行

がががが

原

則

原

則

原

則

原

則    

 

道

路

交

通

法

上

、

自

転

車

は

「

車

両

」

で

す

か

ら

、

歩

道

と

車

道

の

区

別

が

あ

る

と

こ

ろ

で

は

車

道

を

通

行

す

る

の

が

原

則

で

す

。

違

反

す

る

と

３

カ

月

以

下

の

懲

役

ま

た

は

５

万

円

以

下

の

罰

金

を

課

せ

ら

れ

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

 

 

た

だ

し

、

例

外

と

し

て

、

次

の

場

合

は

歩

道

を

通

行

で

き

ま

す

。

 

 

①

道

路

標

識

や

道

路

標

示

で

指

定

さ

れ

た

場

合

 

 

②

運

転

者

が

１

３

歳

未

満

の

子

ど

も

、

７

０

歳

以

上

の

高

齢

者

、

体

が

不

自

由

な

方

の

場

合

 

 

③

車

道

や

交

通

の

状

況

か

ら

み

て

、

や

む

を

得

な

い

場

合

 

 

通

行

す

る

場

合

は

車

道

の

左

側

に

寄

ら

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

右

側

通

行

は

禁

止

で

す

。

す

れ

違

う

と

き

に

、

他

の

自

転

車

や

バ

イ

 

ク

、

自

動

車

な

ど

と

衝

突

す

る

恐

れ

が

あ

る

か

ら

で

す

。
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自

転

車

で

酒

酔

い

運

転

を

行

っ

た

場

合

は

５

年

以

下

の

懲

役

ま

た

は

１

０

０

万

円

以

下

の

罰

金

を

課

せ

ら

れ

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

 

 

自

転

車

は

６

歳

未

満

の

子

ど

も

を

幼

児

用

座

席

に

乗

せ

る

な

ど

の

場

合

を

除

い

て

２

人

乗

り

は

原

則

的

に

禁

止

で

す

。

こ

の

場

合

は

５

万

円

以

下

の

罰

金

で

す

。

 

 

夜

間

に

道

路

を

走

る

と

き

に

は

前

照

灯

と

尾

灯

（

ま

た

は

反

射

器

材

）

を

点

灯

し

て

い

な

い

と

５

万

円

以

下

の

罰

金

を

課

せ

ら

れ

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

 

夜

間

の

ラ

イ

ト

は

自

分

が

進

む

道

を

照

ら

し

て

見

や

す

く

す

る

だ

け

で

な

く

、

前

方

や

後

方

か

ら

来

る

他

の

自

転

車

や

バ

イ

ク

な

ど

に

自

分

の

存

在

を

目

立

た

せ

る

た

め

で

す

。

 



 

痛

風

は

昔

か

ら

「

ぜ

い

た

く

病

」

と

い

わ

れ

て

お

り

、

特

に

肉

や

お

酒

を

好

む

中

年

男

性

に

多

い

病

気

と

さ

れ

て

き

ま

し

た

。

先

天

的

な

体

質

に

食

習

慣

が

影

響

し

て

発

症

し

ま

す

。
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風

に

あ

た

る

だ

け

で

痛

い

、

と

い

う

意

味

で

名

付

け

ら

れ

た

痛

風

は

血

液

中

の

尿

酸

が

増

え

す

ぎ

た

状

態

で

す

。

血

液

検

査

を

し

て

、

血

清

尿

酸

値

が

７

・

０

ｍ

ｇ

／

ｄ

Ｌ

を

超

え

る

も

の

が

「

高

尿

酸

血

症

」

で

す

。

通

常

、

高

尿

酸

状

態

を

自

覚

す

る

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

。

こ

の

た

め

、

放

っ

て

お

か

れ

る

こ

と

が

多

く

、

一

部

の

人

に

痛

風

発

作

（

急

性

関

節

炎

）

が

出

現

し

ま

す

。

 

 

い

っ

た

ん

痛

風

に

な

る

と

、

定

期

的

に

血

液

検

査

を

受

け

、

き

ち

ん

と

薬

を

飲

ん

で

尿

酸

値

の

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

を

続

け

て

い

く

必

要

が

あ

り

ま

す

。
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血

中

の

尿

酸

が

過

剰

に

な

る

と

、

尿

酸

塩

の

針

状

結

晶

が

で

き

、

関

節

面

に

沈

着

し

ま

す

。

針

状

結

晶

が

増

え

、

は

が

れ

落

ち

て

く

る

と

、

そ

れ

を

防

御

し

よ

う

と

白

血

球

が

集

ま

り

ま

す

。

 

 

や

が

て

、

白

血

球

が

、

は

が

れ

落

ち

た

物

質

を

攻

撃

す

る

時

に

炎

症

性

の

物

質

を

放

出

し

、

激

し

い

痛

み

や

腫

れ

な

ど

が

起

き

ま

す

。

こ

れ

を

痛

風

発

作

と

い

い

ま

す

。

 

 

で

す

か

ら

、

治

療

で

大

切

な

こ

と

は

尿

酸

値

を

低

下

さ

せ

る

こ

と

で

す

。
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し
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和
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和

食

和
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お
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が
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現

在

で

は

、

よ

く

効

く

薬

が

開

発

さ

れ

て

お

り

、

す

ぐ

に

激

痛

を

抑

え

、

速

や

か

に

尿

酸

値

を

下

げ

る

こ

と

が

で

き

ま

す

が

、

高

尿

酸

血

症

に

な

っ

た

原

因

は

わ

か

り

に

く

い

た

め

、

継

続

的

な

治

療

を

受

け

る

こ

と

が

大

切

で

す

。

 

 

日

ご

ろ

の

食

生

活

で

は

、

あ

っ

さ

り

と

し

た

和

食

や

野

菜

・

い

も

類

（

サ

ラ

ダ

、

和

え

物

、

鍋

物

な

ど

の

形

で

）

が

お

勧

め

。

逆

に

、

脂

肪

の

多

い

肉

類

や

魚

介

類

、

衣

の

多

い

揚

げ

物

な

ど

は

控

え

る

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

麺

類

の

汁

は

塩

分

が

含

ま

れ

る

の

で

飲

み

干

さ

な

い

よ

う

に

。

    

 

 傘は梅雨時の必需品です。日ごろの手入れをお忘れなく。 

■折り目の汚れ＝長く使っていると傘の折り目が黒ずんできま

す。洗剤でふくと汚れが広がる恐れがあります。消しゴムを使

えば、気になる汚れの部分だけ、きれいに落とせます。 

■サビの予防＝骨のサビを防止するにはサラダ油が重宝しま

す。特に、折りたたみ傘の曲がる部分はサビやすいので、１～

２滴つけて布でよくふいておくと予防になります。 

■撥水効果を高める＝水をはじく撥水加工のしてある傘も、使

っているうちにだんだん効果が薄れてきます。ドライヤーの熱

風を布地表面から２センチぐらい離したところから当てると復

活します。ただし、布地をこすらないように気をつけましょう。 

 



 栄養バランスを考え、

肉と野菜を組合わせた献

立は世界中で親しまれて

います。豚肉をサンチュ

などの葉で巻いて食べる

サムギョプサルやひき肉

のレタス巻きなどが代表

的ですね。今回は肉を野

菜で巻くのでなく、肉で

野菜を巻くメニューをご

紹介。牛肉を使いますが

しっかりと湯通しするの

でくどくはありません。

さっぱりとした味付けな

ので食も進みますよ。 

①牛肉は90度の湯で薄いピンク色

になるまで湯通しし、氷水の中に入

れてよく水気をとる。 

②じゃがいもは 6 センチ長さの細

切りにし、さっと湯通しする。 

③きゅうり、にんじん、黄にらは 6

センチ長さに細切りする。みょうが

は縦半分に切り、芯を切り取ってせ

ん切りする。 

④ポン酢しょうゆ（市販品）に、もみじおろしを混ぜ合わせる。 

⑤せん切りにした野菜を①でくるくると巻き、皿に盛った上から

④をかける。せん切りして水洗いした青じその葉を天盛りにし、

薄切りのレモンを飾る。 

 

【もう一品】ちくわの明太子揚げ（材料は適宜） 

①焼きちくわに縦の切り込みを入れ、青じその葉と明太子を挟む。 

②①に天ぷら衣をつけてカリッと揚げる。 

③②を適当な大きさに切って器に盛る。生のまま食べてもよい。 

 

・牛ロース肉………………240g 

・じゃがいも……………… 1個 

・きゅうり………………… 2本 

・にんじん………………… 50g 

・黄にら…………………… 1ワ 

 

・みょうが………………… 2個 

・青じその葉……………… 5枚 

・レモン………………… 1/2個 

・ポン酢しょうゆ……… 1ｶｯﾌﾟ 

・もみじおろし…………… 40g 

 

【４人分】 

足の裏は 1 日にコップ 1 杯の汗をかくといわれます。しかし、

足から出る汗は脇などの汗と違って、ほとんど臭いません。足の

臭いはそこに繁殖した細菌が出しているのです。今回は次の日に

臭いを出さないための足洗いのコツをご紹介しましょう。 

①指と指の間＝指の間のお掃除は古い歯ブラシを使うと便利。

石鹸を泡立てて洗えば汚れが楽にかき出せます。 

②爪まわり＝爪に付いた汚れも臭いのもと。歯ブラシの先を爪

に当て、表面や両側のミゾの汚れを落とします。 

③足の裏＝足裏は泡をたっぷり付けて洗います。すすいだ後は

雑菌を増やさないためにも、よくふき取りましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

披露宴に招待されたら、同封された返信用のはがきに出欠の

返事を書いて出します。その際のマナーは次の通りです。 

①裏面に印刷された出席、欠席のどちらかに○をつける 

②御出席、お名前、ご住所、御芳名などの「御、お、ご、芳」

を二本線で消す。文字の上に「寿、祝」と書いて消してもよい 

③受取人宛名の「○○行」を二本線で消し「様」と書き直す 

④出欠にかかわらず、お祝いと招待されたことへのお礼の言

葉を余白に書き添えるとよい 

⑤欠席の場合は理由を書き添える。ただし、縁起の悪いこと

は書かず「所用のため」などとしておく 

⑥返事は指定されている日までに届くように注意する 

●発 行：株式会社なごみ建築工房 

●担 当：小林 哲也 

●住 所：〒631-0846 

奈良市平松５丁目１３番１号 

●ﾌﾘｰｺｰﾙ：0800-111-0753 

●ＴＥＬ：0742-31-6780 

●ＦＡＸ：0742-31-1269 

●ＵＲＬ：http:// www.nagomikenchikukoubou.jp 

●e-mail：info@nagomikenchikukoubou.jp 

 

～定期メンテナンスのご案内～～定期メンテナンスのご案内～～定期メンテナンスのご案内～～定期メンテナンスのご案内～    

 工事後、不具合または気になる箇所はございませんか？ 

不具合箇所や気になる事、相談したい事がございましたら、気軽にご連絡下さい。 

屋根・外壁・床下無料診断実施中ですので、是非ご活用下さい。  

フリーコール 0800080008000800----111111111111----0753075307530753 までご連絡ください。 

日頃はなごみ建築工房をご愛顧いただきまして日頃はなごみ建築工房をご愛顧いただきまして日頃はなごみ建築工房をご愛顧いただきまして日頃はなごみ建築工房をご愛顧いただきまして誠に誠に誠に誠に    

ありがとうございます。ありがとうございます。ありがとうございます。ありがとうございます。    

いよいよ 6 月と言う事で梅雨に突入です。皆さん梅雨対策は

出来ていますか？僕は、「雨が長く続くと布団が干せない！ 

そんな時は、布団用掃除機レイコップ」とラジオでジャパネ

ットタカタが言っていたのがすごく気になり、買うかどうし

ようか迷っています。他にも梅雨対策グッズがたくさん販売

されているので快適に梅雨を過ごす為チェックしてみて 

ください。 


